
　教育問題が国政の最重要課題となるもとで,安倍首相直属の教
育再生会議が発足。京都市の門川大作教育長をはじめ,ノーベル
化学賞受賞の野依良治氏,東京大学総長の小宮山宏氏,京都市
社会教育委員で日文研教授の川勝平太氏,資生堂相談役の池田
守男氏,経団連副会長でJR東海会長の葛西敬之氏など,わが国の
産学公を代表する有識者17名によりスタートしました。 
　10月18日,総理官邸での初会合で,門川教育長は,本市が市民ぐ
るみで進めてきた学校評価,コミュニティスクール等を例に,学校･家
庭・地域が足りないところを批判しあうのではなく,足しあい,相互に
高めあう仕組みづくりが重要,また,公教育費のGDP比率がOECD
加盟国中,最低であり,財政支援も必要などと提起しました。今後,
学力向上や教育行政,規範意識,家庭教育,産業界等の公教育へ
の支援などをテーマに審議が続けられます。 


